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鉄御門再建工

事に伴う調査 

所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項 

史跡今治城跡 城館跡 

 

 

近 世 高麗門石垣 

除去石垣跡 

門礎石 

雨落溝 

控塀支柱痕 

瓦廃棄土坑 

破却排水路 

屋 根 瓦 

陶 磁 器 

土 師 器 

瓦製土管 

鉛製銃弾 

石 塔 類 

既存石垣の解体修復・桝形石

垣の新規復元等 

 

 

要 約 

藤堂高虎が、今治城と城下町を構築して 400 年を記念して、城の入口に所在した「鉄御門」の再建整備がされた。事前の遺

構調査では、門前の桝形状況や入口正面の除去された多聞櫓の石垣根石の状況等が確認され、これらの遺存状況から、門の

鏡柱と控柱の礎石位置、除去石垣の範囲と入口正面に据えられる大鏡石の復元位置、相坂石段の復元勾配、控塀の支柱跡

の位置と間隔等が成果として再建整備に活かされ、また建物の瓦文様も出土文様瓦の検討から史実に基づく復元が指向さ

れ、除去石垣は検討委員会の指導により往時の形に復元がなされた。 
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